
号
 

水
道

管

の
久

囲
い
 

。
向

5
三
軒
雨
隣
り
 

こ
ぞ
つ
て
現
金
納
め
ま
せ
う
 

け
か
い
‘
力
を
つ
け
あ
つ
て
親
し
み
を
重
事

い
立
地
の
条
件
に
恵
ま
れ
た
わ
が
五
所
る
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
5
衷
心
ょ
り
御

ね
，
結
合
を
固
く
し
，
連
帯
協
力
に
ょ
っ
一川
原
市
も
和
衷
脇
同
の
実
が
畢
ら
た

い
と
願
申
上
げ
ま
し
て
私
の
就
任
の
御
挨
拶
と

て
始

W
て
立
派
た
建
一
眠
美
事
な
る
成
果
一
した
ら
自
治
の
前
潜
は
お
ろ
か
，
万
投

K
い
た
し
ま
す
。
 

を
勝
ち
得
●
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
渉
る
市
政
の
醤
透
准
激
は
期
し
雌
く
．
停
 

・

そ
陰
喫
‘
ま
五
所
訓
播

L輸
望
ゆ
ーに

涌
猫

潔
ナ
造

h
水
m
m
 

し
て
商
巣
文
化
、
住
み
よ
い
 

維
葺
発
務

駿
け
誓

所
川
賢
の
船
室
で
・君
し
み
献
い
て
一
 

●

漬
体
的

維
鵬

言

中
一
 

ー
 
‘
 
・

ー
 
ー
ー

‘
ー
 
・

・
ー
 
ー
ー
 

な
い
、
悪
質
濡
納
者

K
は
張
行
措
崖
を
執
原
の
明
朗
性
の
名
目
高
め
シ
・
秦

知
司
」
ゆ
民

‘
m
水
恒
課
「
は
通
嘩
嘱

け
咳
 

1
？
鍵
夢

さ
ん
の心
を心
と
し市
民全
一
縄騒
“
「
鯛
博
器

器
欝

市
民
の皆
橡
、税
金
を潮
納
して
い
ま
サ
息
と
共
に

返
運
ナる
無
駄た
縄
費
 
期
で
、
かり
り且
一
年
の
引く
・
影
現
司倉
“
る
こ
と
、な
つ
知
 
ー潟
編
霊

鋸
託

（
い
踏

m
 

《
片
・
 
体
の奉
仕
者
と
し
て
新
生
五
所
川
原
市
民
来
る

こ
と
を
欲
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
ま
ー
ん
か
。昭
和
二
十
九
年
、
余
ナ
と
こ
ろ
僅
一
右の
機

K
皆
さ
ん

K直
接
間
接

K
か
、
は
 

・
ー
 
…
 

1
」
 
・
‘
 
【
ー
 
・ー
・

‘
一
 
‘
」
 』

‘
 

し
よ
5
 

万
 

の
幅
祉
と
発
農
の
た
め
心
を
碑
も
想
を
疎
す
。
 

一
か
に
して
新
春
を
迎
え
る
ば
か
り
で
す
。
一
ら
ず不
利
益
と
た
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
 
プ
 

新

年
筋

血
月
名

和
交
挨
ム

，
 
ム

地
面
●
ら
む
喜
出
し
に
な
つ
て

い
る
鍛

り
誠
心
懸
命
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
覚
悟
然
し
自
由
が
自
由
で
あ
る
か
ぎ
り
他
人
の
一
皆
徴
の御
理
解
と
御
協
力

K
よ
り
海
納
も
ー
あ
・ま
せ
ん
。
 

、
 

且
噂
に
上
】
B
b
三
ト

F
一G
l・
ヒ
巳一
」
」
己
二
に
？
斤
F
兄
ミ
ら
可
叱
‘
 
管
や

鉛
管
は
，
観
む
し
ろ
た
ど
で
魁
き
 

五
瓢
」
鯛
』か
“L

む

「
鷺
舞
」」お
」「
器
「」
鷲
嶋醜
総
舞

o翼

”霧
講
極
難
緋
誌
『
」

『
 
灘
幾
難
灘
灘
』
鷲麟
鋸
競
纏
撃
・
」
の
部

分
を
ぬ
ら

電
ょ
うrする
こ
 

記
 

日
 
時
 

昭
和
三
十
年

一
月
一
日
午
前
十

一
時
 

る
＋
月
一
日
輝
し
く
も
希
望
の
ス
タ
ー
ト
人
聞

一
人
の
力
は
．
か
よ
は
い
も
の
で
あ
 

一
，
市
の
発
展
を
阻
書
す
る
 

題
で
し
た
．
そ
の
際
委
員
の
方
々
は
挙
っ
 
”

、
‘
『
 
十
れ
ヒ
」
”
」
一
一
」
耗
一
玉
「“

,
,
,
f
‘
こ
ー
、
 

俵
た
ど
で
園

5
こ
と
 

を
切
己
冒

胡
馴
蔵
記
寿
し

す
富
影
翫
島

m影
気

一・
紺

m跳
h
事
借
入
して
利
夏
諭
か
蔵
麟
）
範
む
品

認
 

”
込場
晴
譲
所
藩
靖

mー
・
し
I
 
A

馴

西
側
川床
下
か
ら塞
風
が
入り
こ
 

市
役
所
水
道
課
 

”
翼
器
？
轄
撫
細

ー
議
会
の
勲
き

競

難
員
』
 

膏
舞
発
准

r
レ1
 

携
浮
人堵
噂
り
 
贋
）」『
鍔
襲
」
麓

噂
籍
・
噴
稽
見等
 

十
二
月
十

一
日
 

」
締
簿

譜

鶏
漉

簿
豊
憐
醒
 
「

「」
議
静
欝
騒
難
頑
鎌
舞
嬰
運
営Kつい
て
昭
和
識競紅
い
知
れ
調
製
如
車
」
」
」熱

蒼
簿
災
蒲
民

吻
戸

ゆ
 

り
 
強
さ
い寛
え
か夫
射
で
加
君
な

鼻

o都
市
計画
委
員
会
 

m幻
蛇
川か
離
割
七
師
織
畿
“
十
二
月
十
三旧
 
」

い
勲
郵

M幻
か
貿
話
か
競
到
七

馴
知
か
い伽
知
」細
粉
』知
血
 
投
稿
を
お
待
ちLて
》
りま
す
 

今
 

し
た
わ
が
地
，
杜
会
の
特
来
に
想
い
七
い
一
一
，都
市
計
画
区
城
変
誕

K
つ
い
て
 

い
て
の
親
察
発
表
貧

三
好
診
療
所

y
。
木
道
常
准
委
員
会
 

一
 

ら
十
五
日
間
市
役
所
内
の
事
務
所
で
皆
さ

つ
け
て
，
こ
ん
な
鍛
の
毒
な
人
が
無
い
主
市
民

D
卒
直
た
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
た
 

2
  も
し

た
い
と
建
設
え
の
意
慾
は
湧
藤
と
し
句
土
木
常
任
委
員
会
 
会
開

催
（於
市
立
病
院
医
務
局
）
 

十
二
月
十
五
日
 

御
掛

K
た
つ
て
見
た
方
は
至
つ
て
少
な
か
日
の
異
動
と
い
つ
て
ょ
い
程
田
入
り
が
は
ど
し
ど
し
”
寄
せ
下
さ
い
。
寄
せ
ら
れ
た
 

和
 
て
身
内
に
波
打
つ
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
一一
，
昭
和
二
＋
九
年
慶
予
算
編
成
に
関
す
三
．
病
院
関
係
の
希
望
事
項
の
意
見
開
陳
農
林
商
工
常
任
委
員
会
 

つ
た
の
で
す
o
 

げ
し
い
の
で
ナ
か
ら
，
当
方
と
し
て
も
一
市
民
の
声
は
本
紙

K
掲
載
致
し
ま
ナ
．
 

町
譲
器
議

誉
」

穀
歌
」

緩
繊
騨

謙
舗
護
翻
査
＋
」
罰
ー
ノ
 
ー

ー
ー件
二
，三
男酪
農
開
拓
適
地
に関
する
”
骸
需
濡
躍
畿
影
藤
賃
盛

”
麓
髪
と
は
ーけ
大
ケ敷験

業

鯵
ぬ
雄

離
緊
 

大
行
進
の
態
勢
こ
そ
．
わ
が
五
所
川
原
市
で
、
あ
り
ま
す
か
ら
徴
税
目
欄
題
8
千
万
は
皆
さ
ん
の
御
協
力
た
く
し
て
期
し
得
な

曙
進
の
買
泉
で
あ
・
．
原
助
力
で
あ
！
ま
円
達
成
の
た
め
職
員
鳳
動
員
し
て
毎
戸
を
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
御
協
力
と

い
う

す
．
 

訪
間
．
徴
牧

K
当
つ
て
い
ま
ナ
か
ら
．
何
の
は
．
即
ち
住
民
登
録
の
出
人
り
の
手
統

不
省
私
は
微
力
で
あ
！
ま
す
が
，
至
誠
愛
分
の
皆
さ
ん
の
理
解
あ
る
一
段
の
御
協
力
書
を
は
つ
・
り
さ
せ
る
こ
と
や
，
選
畢
闘

市
を
モ
ツ
ト
！
に
市
政
の
運
営
，
話
政
策
を
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。
 

係
事
務
係
と
密
接
に
た
つ
て
基
本
名
簿
の

の
実
現
と
之
が
溶
透
発
展
を
期
し
魁
命
の

又
悪
質
潮
納
者
に
は
実
情
を
調
査
し
て
断
間
費
を
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
縦
肇

努
力
を

い
た
す
覚
悟
を
意
A
固
く
し
て
い
固
差
押
処
分
を
や
る
積
り
で
ナ
。
且
卒
先
一
は定
っ
た
期
日
内
で
な
い
と
山
来
ま
せ
ん

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
が
整
理
に
御
協
力
下
さ
れ
て
い
る
納
が
，
開
覧
は
何
時
で
、
御
便
宜
を
計
つ
て

願
く
ば
賢
明
な
る
市
民
の
皆
操
に
押
か
れ
茂
完
的
者
に
対
し
て
市
当
局
は
勿
論
，
筆
見

せ
て
上
げ
ま
す
か
ら
，
御
本

I
な
り
，
 

ま
し
て
は
絶
大
た
る
御
支
援
と
心
か
ら
な
・
芸
上
り
も感
謝
の
ま
と
に
な
つ
て
お
り
ま
文
他
の
人
に
依
頼
す
る
か
り
し
て
名
線
に
 

原 市 広 報 

就
任
に
当
り

て
 

五
所
川
原
市
長
 
外
崎

千
代
吉
 

躍
濡

虜
稽

捻
豊
羅
司
叱
記
馴
肥
勃
司

剖
餐

劃

を
』

J謡
し
。羅

な
住
加
 

現
を湖
磁
湾
男
滴
奴

L>l
l
tビ
tヒ
t弓
，
一

加
競
試
競

雛
騒
電

m」齢
奪
剖

れ
ば
た「
む
 

あ
る
農
業
都
市
の
青
成
，
 そ
 

難
纏
驚
難篇
鞭
」）
驚
戴難難
鷺
一
驚
」

“篇
（
「
“m「騒
夢
舞
麟
m一一
「
「
一
 

輝
‘
を
以
て

×
タ

1
ト
し
た
わ
れ
1、
の

ー
ま
す
．
 『知
性
を
磨
‘
、
経
験
を
学
び
．
 

引
加
坤

m
か
：
一然
し
な
が
い
静
加
島
村
町
骨
舟
を
鼻
り
“
ル
卿
い
：
川
m
剖
い
い
ぞ
 

ナ
．
曲
折
波
測
一1
1
百
繰
日
を
閲
し
て
産
声
浦
無
気
力
，
鑑
に
は
自
ら
天
に
向
つ
て
瞬
 

唾
五幡
原市
の階
事
彫

は皆γ
准
大
叫＼
麟鷺
簾
」
（
“
一
「

年
末
滞
納
整

理
促
進
月
間
』
 
騒
磐
瞥
気
」
離
銘
《
輸鯛
警
鄭
散

鴛

醸
媛

藍
灘
筆

「年
末
滞
納
整

理
促
進
月
間
』
 

原
舞
麓
」
砧
＼薦
襲
灘

ユ携
m●m沿
踏
瑠
・
 
税
金

完
納
に
御
協力
下
さ
い
 
蛇
審
贈
誘
詑

ぎ
で
範
」懇
輸
舶
騒

）
「蓑
難
鷲
鷲

）
」
 

さ
ん
の
心
か
ら
な
る
御
支
援
と
格
別
な
‘
一
ま
す
。
 

、
‘
と

と
“

J
…
 
ら

1
一
、
 
‘
 
、
 

引
な
，～
リ
ど
醐
論
「
義
引
馴
い
加
『
．
 
引
か
こ
い
い
却
覇
レ
い
山
与
匂
胡
音
「
か
に
作
理
し
電
れ
た
い
程
の
故
障
が
起
り
，
 

税
金

完
納

に
御
協

力
下

さ
い
 

ょ
い
巣
し
い
生
活
を
渇
望
し
て
生
告
て
行
ト

月
下
旬
に
一
月
分
の
先
蔵
」
と
二
日
分

く
人
聖
に
と
つ
て
．
こ
れ
ほ
ど
知
慧
の
た
の
モ

ナ
米
と
特
配

一
日
分
と
計
三
日
分
の
 

い
不
幸
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

モ
チ
米
の
配
給

K
た
り
ま
す
か
ら
加
知
ら
 

年
末

に
お
け
る
も
ち

米
の
配
給

に
つ
い

て
 

年
未
に
た
つ
た
の
で
左
記
の
よ
う
に
モ
チ

米
が
配
給
に
た
り
ま
す
。
 

1
1知m
」護
如
」叡
誌
務
？「龍
験
離
雄
縄

融

・
 
自
十
二
月一
日至
士
二
月三
と
日
 
群
鯛
鵬
撲
」
」製
終
終
鶏
濡

」猟
響
語
嚢
憐
鰯

鰻
（
「
 

自
十
二
月
一

日
至
士
二
月

三
十

一
日
 

新

年
貌

賀

名
刺

交
換

会
 

恒
例

K
よ
り
昭
和
三
十
年
元
且
を
肥
し
左
記

K
よ
り
新
年
呪
賀
名
刺
交
 

鯵

雛
畑
鍵

鰍
箕

響
調
禁
喫

解
愛
裁
霞
姦

器
ハ
騒
鷲
髪
話
鶏
婆
馴

m鷲
髭
疏

繁
躍
繊

髪
醜
＼
 
本
臓
告
を

‘
つ
て御
喋
内
申上
げま
す
ー
ーー

i
ー
．
一i
 
気
栓
柱
の
蓋は
必
ず
つけ
る
こ
と
 

を
基
調
と
し
て
国
内
各
地

K
新
し
い
市
が
そ
の
反
面
に
義
務
の
履
行
が
要
晴
さ
れ
る
換
皆
さ
ん

K
甚
大
な
影
響
を
》
よ
ぼ
す
こ
す
，
 

,
 

1
 
寺
 
召

h
三
？

F
一
l
一
l
F書
ト
ー
与
 
・
 
ム

水
挫
柱
の
中

K
は
モ
ミ
カ
ラ
，
 オ
ガ
ク
 

換
会
を
催
ナ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
市
民
各
位
の
御
●
加
を
得
た
く
 

本
臓
告
を
‘
つ
て
御
案
内
申
上
げ
ま
す
 

施
航
縫
覇
散
翁
＼
請鰍
」
蒼
」
（
」
ミ

音
ま
す
と・
、
と蕎
野
襲
鵬

加
？」
」羅
話
麟
接
纏
』
ゆ
露
駄
町
 
「
 m
『
舞
撒
猫
猫
いr一
いー

ン
 
‘
 A黙
獣
嘱
「」
」・む
しろ
・塞
 

場
 
所
 

五
所
川
原
市
公
民
舘
 

一
 

会
 
費
 

一
金
二
百
五
十
円
（
申
込
と
同
時
に
納
付
の
こ
と
）
 

申
込
場
所
 
市
役
所
秘
書
企
画
課
 

日
 
の
通
p
で
あ
り
ま
t
‘
 
ー
 

ー
‘
 

「
 

ー
‘
』
ー
缶
ほ
に
目
は
に
に
」
は
汚

H
叫
け
ー
 
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
 
ま
ぬ
よ
う

床
下
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
 

締
 

切
 
昭
和
二
＋
九
年
十
二
月
二
＋
八
日
 

切 

“
黙
羅

篇
鶴
鶏
窮

議
会
の
動
き

什
騒
「
 

誤
線
見
の
愛
表
 

「
、
今
後
呈
員
会
運
営
に
つい
て
 

選
塁

人
名
簿
の
 

二
・
国
保
常
田
委
比
及
市
立
馴
伽
馴
留
談
」
、
水
遭
拡
張
工
事
の
現
場
覗
察
 

ん
に
縦
費
川
供
し
知
四
で
あ
り

t
す
が
、
 う

K
と
つ
と
ぬ
て
は
居
ま
す
が
、
何
せ
電

い
と
考
え
ま
す
の
で
・
 ど
ん
た
苦
情
で
も
 

9
 
た
し
ま
す
と
き
．
あ
、
‘
し
た
い
・
こ
う
一十
二
月
七
日
・
八
日
 

二
・
国
保
常
田
委
比
及
市
立
馴
伽
‘
馴

談
一
、
水
遭
拡
張
工
事
の
現
場
覗
察
 

ん
に
縦
費
川
供
し
知
四
で
あ
り

t
す
が
、
 う

K
と
つ
と
ぬ
て
は
居
ま
す
が
、
何
せ
電

い
と
考
え
ま
す
の
で
・
 ど
ん
た
苦
憎
で
も
 

コ
ト
』
 
の三
宇
を
核
心
と
し
睦
設
計
図
の
ー
 の
件
（
各
地区
現
地
踊
査
を
な
す
）
 
十

二
月
十
日
 
ノ
 

ー
 
件
 

登
敵
さ
れ
て
る
人
に
よ
つ
て
投
票
さ
れ
る
し

い
の
で
あ
・
ま
す
。
 

事
を
肥
し
て
）
を
明
記
の
上
‘
市
 

，
馴
 
主
．
』
庭
切
．
行
は
勿
酋
，
栄
え
二
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＠
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の
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す
の
で
，
完
納
者
を
表
彰
す
ぺ
く
目
下
計
』登
載
さ
れ
て
る
か
，
落
ち
て
る
か
無
確
か
 

画
中
で
あ
り
！
ナ
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め
る
よ
う
た
一
願
い
し
ま
す
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皆
さ
ん
．
枕
金
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し
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る
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持
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よ
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迎
え
ま

L
う
．
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ま
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の
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し
ば
ら
く
の
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．
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と
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内
に
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め
ま
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て
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ら
し
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暖
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ま
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れ
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築
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の
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忙
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我が市の人口 

O2月l日現在） 

縁人ロ 36・725人 

世帯数 	6.351戸 
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市税は納期内に納めましよう 1 
Z、飯結支所 管内国民健康保険段第四期。納期日十二月二十八日です 

・ ／二、 t A,， 戸 	、」ュ 	△三好支所 管内固定資産税。市蘇民税第四期。納期日十二月二十八日です 

； 	、巴ノ」《’入’』 vノ こ 	‘、長柵支所 管内国民健康保陰税第三期。固定資産税第三期． 

△栄支所 管内市麟民税第四期。納期日十二月二十八日です 

下記の通り徴脱令書がでました。市聯民現。第四期国民健康保験舞第四期納期日十二月二十五日です 

ム中川支所 管内市民税迫加（曹村税条例による）国民健康保阪曳第三期。納期日十二月二十八日です 

納期日十二月二十五日です 
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。
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